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近畿「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の選定証を授与

近畿中国森林管理局
からお知らせ

近畿中国森林管理局では、国有林の事業運営等について、国民の皆さまの理解を深めると
ともに、ご意見やご要望をお聞きして国有林野行政に反映させるため、「国有林モニター」
を募集します。 （任期は、令和3年4月1日 ～ 令和4年3月31日まで）

「令和3年度国有林モニター」を募集します！

【対 象】兵庫県内にお住まいで、森林・林業及び国有林に関心のある成人の方。
（ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団体の長、常勤の国家公務員、平成30
年度から令和2年度まで3年間連続して国有林モニターを務められた方は除きます。）

【応募締切】令和３年２月１日（月曜日）

募集の詳細は、近畿中国森林管理局ホームページをご覧ください。

「近畿中国森林管理局 国有林モニター」で検索

近畿農政局兵庫県拠点は、12月16日、丹波市の株式会社 ゆめの樹 野上野を訪問し、近畿
「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」(第4回)の選定証授与式を開催しました。

～ 株式会社 ゆめの樹 野上野（丹波市）～《 取 組 の 概 要 》

近畿「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」
は、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農
山漁村」の実現のため、農山漁村の有するポテ
ンシャルを引き出すことにより地域の活性化や
所得向上に取り組んでいる近畿独自の特徴ある
優れた事例を選定し、その情報を他地域へ広く
発信するものです。

社長で野上野自治会長の尾松賢作さんは、
「地域資源（農村農地・伝統文化・人・産物
等）を活用し、農村の強みを活かして今後も引
き続き一歩一歩進んでまいりたい」と力強く話
されていました。

☎ 06-6881-3401 
(直通) まで

・全国的にも珍しい自治会100％出資の自治会法人が、「日本一の丹波栗産地の復活」に取
り組み、毎年「丹波栗まつり」を開催し都市部の消費者との交流を推進。
・総務省の交付金を活用し地域の活動拠点「ゆめの樹館」を整備し、丹波栗を活かした食事
の提供や特産品の販売を実施。
・丹波市内の小中学校や保護者会と連携し、丹波食育講座を実施。

ゆ め の き の こ の



また、コウノトリ育む農法の無農薬タイプの栽培では、雑草
が発生しやすいため、雑草の成長を抑制する水管理が重要です。
このため、いつでもどこでもタブレット端末から水位や水温、
地温が監視できる水田センサーシステムを4年前に導入しました。
その結果、労力が大幅に軽減され作業の効率化につながってい
ます。

〈成田エコファーム
代表 成田 智輝さん〉

豊岡市で「コウノトリ育むお米」の無農薬タイプを
中心とした水稲と、菌床シイタケ等を栽培されている、
兵庫県青年農業士で「成田エコファーム」代表の成田
智輝さんにお話しを伺いました。

－農業を始めたきっかけは？－

－今後の夢や目標は？－

ることが目標です。また、今年度から約20人の部員が集まる
ＪＡたじま青壮年部の部長にも就任し、地域のまとめ役とし
て、一層仕事にまい進したいです。

16年前に離職し、実家の農業を手伝うようになり、
自然のありがたみを感じながら仕事が出来ることから、
その後正式に就農しました。本年からは父より経営を
任され代表になりました。現在は両親と私の3人(繁忙
期には臨時雇用を数名)で経営を行っています。

2018年に、コウノトリ育むお米でGLOBAL G.A.Pのグルー
プ認証を取得したことにより、以前に比べ整理整頓を行うよう
になり、無駄な資材等が減りました。

米はＪＡ出荷を中心に、地元の直売所や顧客への直接
販売も実施しています。また、シイタケは全量をＪＡに
出荷しています。

今後は、父の栽培技術や経営
管理を継承し、すべての水稲を
農薬や化学肥料に頼らず栽培す

水田センサー「MIHARAS」を導入

夢は全ての水稲を農薬や化学肥料に頼らず栽培！
～ コウノトリ育むお米の郷から ～

－どのような農業をされていますか？－

（詳しくは、こちら）

就農に向けた検討段階に応じて必要な情報を見つけられるよう
に、情報を「農業を知る」「体験する」「相談する」「研修／学
ぶ」「求人情報」「支援情報」に分類して配置しており、今後も
幅広く情報提供を募り、就農情報プラットフォーム
としての機能を拡充させる予定です。

就農をもっと身近に！

農林水産省と一般社団法人全国農業会議所は、就農を検討して
いる方が、農業を知り、具体的な行動を起こしていくために必要
となる情報を一元的に閲覧できる、 就農情報ポータルサイト
「農業をはじめる.ＪＰ」をスタートしました。

https://be-farmer.jp

～就農情報ポータルサイト「農業をはじめる.JP」本格スタート～



（詳しくは、こちら）

２０２０年農林業センサス結果の概要（概数値）を公表
～農業経営体は減少したものの、法人経営体は増加～

近畿農政局は、2020年農林業センサス結果の概要(概数値)(令和2年2月1日現在)について、
近畿の結果を取りまとめましたのでお知らせします。

【調査結果の概要】

近畿における農業経営体数は10万3,842経営体で、5年前に比べ20.2%減少しました。
農業経営体のうち、個人経営体は10万847経営体で、5年前に比べ20.8%減少しました。
また、法人経営体は1,979経営体で、5年前に比べ28.3%増加しました。

https://www.maff.go.jp/kinki/press/toukei/toukeikikaku/201127_3.html

農業経営体数は3万8,302経営体で、5年前に比べ20％減少しました。
農業経営体のうち、個人経営体は３万7,125経営体で、 5年前に比べ20.9％減少しました。
また、法人経営体は645経営体で、 5年前に比べ52.5％増加しました。

資料：農林水産省「農林業センサス」

兵庫県の農業経営体数

ウェブ会議を利用した意見交換を実施しました

近畿農政局兵庫県拠点は、11月27日(金)、兵庫県農業法人協会の役員会のウェブ会議に
招待を受けて、令和3年度予算概算要求等の説明をオンラインで行いました。

意見交換では、「農の雇用事業」・「水産資源の回
復に向けた循環型農業」・「収入保険」等についての
意見や質問があり、活発な意見交換となりました。

新型コロナウイルスの影響で、社会全体のデジタル
化が加速化しているなか、農林水産省では、ウェブ会
議などのデジタル技術を活用した説明会・意見交換等
を積極的に実施しています。

～ 兵庫県農業法人協会の役員の皆様と ～

説明後、県内各地からウェブ会議に参加された役員
（農業者）の皆様と意見交換を実施しました。

農業経営体数 単位：経営体

区分

近畿 兵庫県

農業経営体 個人経営体 団体経営体 農業経営体 個人経営体 団体経営体
法人経営体 法人経営体

平成22年 155,482 152,844 2,638 1,136 57,766 56,861 905 335

平成27年 130,179 127,374 2,805 1,543 47,895 46,907 988 423

令和２年 103,842 100,847 2,995 1,979 38,302 37,125 1,177 645

増減率（％）

平成27年／
△ 16.3 △ 16.7 6.3 35.8 △ 17.1 △ 17.5 9.2 26.3

平成22年

令和２年／
△ 20.2 △ 20.8 6.8 28.3 △ 20.0 △ 20.9 19.1 52.5

平成27年



この1年色々なことがありました。昨年12月中国で「新型コロナウイルス感染症」が発生し、瞬く
間に感染地域を広げ、世界で多数の感染者が発生している状況です。到底予想出来ない出来事がい
つでも起こりうること、生きていく上で緊急事態（リスク）が存在し、それらと共に生活しなけれ
ばならない。日頃から困難に打ち勝つ心構えを持ち、来年こそは、新型コロナウイルス感染症等が
早期に終息し平和で暮らしやすい安泰な世の中にならんことを祈るばかりです。（Ｙ）

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2020.12

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

大声・大人数・長時間
感染リスクが高まる「５つの場面」 URL

https://corona.go.jp/proposal/
← 詳しくはこちら！！（内閣官房HP）

https://corona.go.jp/proposal/
https://corona.go.jp/proposal/
https://corona.go.jp/proposal/
https://corona.go.jp/proposal/
https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/support.html#tashocho
https://corona.go.jp/proposal/

